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A. 研究目的 
痛みの中枢性感作の形成には慢性ストレ

スとの関与が示唆されている。幼少期の不
適切な生育環境の中で形成され、生涯にわ
たりストレスを生み出すことにつながりや
すい心理特性が中枢性感作と関連している
可能性がある。その一つとして自尊心の低
さが考えられるが、中枢性感作症状との関
連については検討されていないため、今回
検討した。 
 
B. 研究方法 
対象は九州大学病院心療内科を初診した

線維筋痛症を含む慢性疼痛患者（罹病期間3
か月以上）120名（平均年齢：50.4±17.0歳、
女性：67.5%）．初診時に中枢性感作に伴う
症状の多さ：Central Sensitization Inven
tory (CSI-A)、自尊心の高さ：Rosenberg S
elf-Esteem Scale (RSES)を評価した．中枢
性感作を目的変数、自尊心を説明変数とし
て重回帰分析を行った。 
 
（倫理面への配慮） 
対象者には研究の説明を文書で行い、文

書で同意を得た。 
 

C. 研究結果 
全体の平均スコアは CSI-A 41.9 (SD 

20.3)、RSES 22.7 (SD 5.1)であった。CSI-
Aと RSESの相関係数は-0.50 (P<0.0001)と
有意な負の相関を認めた。CSI-Aを目的変数、
RSESを目的変数、年齢、性別、HADS-D、PCS
を調整変数とした重回帰分析においても
RSESは CSIと負の関連を認めた（β＝-0.17，
P<0.05）。 
 
 
D. 考察 

幼少期の不適切な被養育体験やその後の
否定的な体験の中で自尊心の健全な発達が
阻害されると、その後の対人関係やその他
の生活上の問題への対処能力に否定的な影
響を及ぼす。その結果、低い自尊心は人生を
通じて慢性的なストレスを抱えることにつ
ながりやすく、そのことが中枢性感作の形
成に関与している可能性が考えられる。 
 
E. 結論 
心療内科を受診する難治性慢性疼痛群で

は中枢性感作症状の多さと自尊心の低さが
有意に関連していた。中枢性感作の評価、治
療には自尊心に対する評価やその改善のた
めの介入が重要である可能性がある。 

 

F. 健康危険情報 

総括研究報告書にまとめて記載。 

 

G. 研究発表  
1.論文発表 

1) 細井昌子・慢性疼痛とアサーション―自
尊心の回復と失感情症への対応の重要性

研究要旨  
痛みの中枢性感作には慢性ストレスの関与が示唆されている。しかし、ストレス

を生み出しやすい人格特性と中枢性感作とが関連しているかという検討はほとんど
されていない。本研究では、難治性慢性疼痛患者群において、生涯を通じてストレ
スの生じやすさと関連する人格特性である自尊心の程度と中枢性感作に伴う症状の
程度との関連を検討した。その結果、難治性慢性疼痛患者群において、自尊心の低
さは中枢性感作に伴う症状の多さと関連していた。  

 難治性慢性疼痛患者の中枢性感作の評価、治療には自尊心の程度を考慮するこ
との重要性が示唆された。  
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茂貫尚子,稲吉真美子, 須藤信行,細井昌
子・過剰適応傾向が強い慢性疼痛（両手指）
患者に対して段階的心身医学的治療が有効
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プローチ～一般身体科から心理アプローチ
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Ｈ.知的財産権の出願・登録状況（予定を

含む。） 
1. 特許取得 
該当なし 
2. 実用新案登録 
該当なし 
3. その他 
該当なし 
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